
太 幌 橋（ふとほろばし）
■太幌橋の歴史

＊昭和１３年

長年、渡船利用によって幾人かの尊い人命を失った常呂川１７号に

木橋が架設され、太幌橋と名づけられた。今までの交通の悩みは

一挙に解消し、部落民の喜びは大きかった(イワケシュ郷土史)

＊昭和１３年の太幌橋渡橋式



＊昭和２６年３月１５日

太幌橋、架け替え工事竣工式：於福山（当直日誌）

＊昭和３７年８月３日

台風９号による洪水で被害面積８１２ｈａ、被害農家１９５戸、

被害額９,４３５万円に達し被害甚大。太幌橋流失（農協５０年史）

＊昭和３９年６月１３日

永久橋：太幌橋建設工事（昭和３８年７月着工、１２月完成）

太幌橋竣工式・田渕家三代夫婦渡り初め（広報ところ）

＊太幌橋渡橋式

＊次ページは「広報ところ」の渡橋式記事



昭和39年８月10日発行（£）第70号

広　報　と　こ　ろ

夏
の
交
通
事
故
を

　
　
な
　
く
　
そ

ふ
ノ

　
交
通
事
故
は
毎
年
夏
に
最
も
多
く
お
　
　
さ
い
。

き
て
い
ま
ず
。
こ
れ
は
、
運
転
者
が
暑
　
　
　
こ
ど
も
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

さ
の
た
め
、
と
か
く
疲
れ
や
す
く
、
注
　
　
○
道
路
で
遊
ぶ
の
は
危
険
で
す
。
遊
ぶ

意
力
が
う
す
れ
て
、
っ
い
ね
む
気
に
さ
　
　
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
っ
て
、
車
の
ひ
ん

そ
わ
れ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
ま
た
学
　
　
ぱ
ん
に
通
る
道
路
で
、
キ
ヤ
ツ
チ
ボ
ー

校
が
休
み
に
入
る
た
め
、
こ
ど
も
が
交
　
　
ル
、
ま
り
っ
き
、
鬼
ご
っ
こ
、
な
ど
を

通
事
故
に
あ
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
　
　
し
て
遊
ぶ
の
は
や
め
ま
し
よ
う
。

　
い
ね
む
り
運
転
を
な
く
そ
う
　
　
　
　
　
Ｏ
「
正
し
く
歩
く
」
よ
い
習
慣
を
身
に

○
夏
は
、
夜
も
む
し
暑
く
と
か
く
睡
眠
　
　
っ
け
さ
せ
ま
し
よ
う
。
道
路
を
歩
く
と

不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
じ
ゆ
う
ぶ
ん
　
　
き
は
規
則
を
ま
も
っ
て
正
し
く
歩
く
こ

睡
眠
を
と
る
よ
う
に
気
を
っ
け
て
く
た
　
　
と
が
大
切
で
す
。
い
っ
で
も
、
ど
ん
な

場
所
で
も
、
規
則
を
ま
も
り
て
正
し
く

歩
く
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）
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太
　
幌
　
橋
　
完
　
成

　
　
　
田
淵
家
三
代
夫
婦
渡
り
初
め

　
昭
和
三
十
じ
年
八
月
の
台
風
九
号
の

豪
雨
水
害
に
よ
り
流
失
し
た
太
幌
橋
は
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豊
川
、
福
山
を
結
ぶ
橋
と
し

て
、
ま
た
福
山
地
区
に
眠
る

無
限
の
山
林
資
源
、
地
下
資

源
の
開
発
に
伴
い
、
網
走
市

卯
原
内
と
木
町
を
結
ぶ
産
業

開
発
道
路
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
路
線
上

に
あ
る
重
要
な
橋
の
た
め
、

早
く
永
久
橋
の
架
換
が
望
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
に
も

関
係
当
局
に
於
て
も
太
幌
橋
の
重
要
性

を
認
め
、
災
害
復
旧
工
事
と
企
業
合
理

化
関
連
施
設
工
事
の
合
併
工
事
と
し
昨

年
七
月
に
工
事
に
着
工
、
幾
多
の
困
難

を
克
服
し
て
十
二
月
末
に
完
成
し
た
も

の
で
、
新
装
な
っ
た
太
幌
橋
は
色
彩
豊

か
で
近
代
的
技
術
を
充
分
に
と
り
入
れ

た
近
辺
に
な
い
立
派
な
永
久
橋
と
な
り

、
こ
れ
で
常
呂
川
に
は
三
つ
の
永
久
橋

が
架
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
幅
橋
の
規
模
は
工
事
費
三
千
百
八

拾
九
万
円
で
、
上
部
は
活
荷
重
合
成
桁

橋
、
下
部
は
井
筒
基
礎
工
重
力
式
橋
脚

橋
台
。
橋
長
六
〇
米
。
有
効
巾
員
は
五

・
五
米
で
す
。

　
太
幌
橋
の
竣
功
式
は
新
緑
滴
た
る
十

七
号
の
現
地
で
地
域
住
民
よ
ろ
こ
び
に

っ
っ
ま
れ
た
六
月
十
三
日
、
北
海
道
、

網
走
土
木
現
業
所
、
常
呂
町
、
工
事
関

係
者
、
来
賓
多
数
出
席
の
う
ち
、
神
事

が
行
わ
れ
引
続
き
上
杉
町
長
が
五
色
の

テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
渡
橋
式
が

始
り
豊
川
の
田
淵
善
蔵
（
7
7
）
、
田
淵
一

峠

夫
（
5
2
）
、
田
淵
征
夫
（
2
4
）
の
三
代
夫
婦

が
渡
り
初
め
、
つ
づ
い
て
来
賓
、
川
沿

校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
続
い
て
盛
会
の

う
ち
渡
橋
式
を
終
り
ま
し
た
。
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現
在
あ
る
常
呂

漁
港
は
昭
和
三
十

三
年
に
完
成
し
、

本
町
水
産
業
の
発

展
に
大
き
な
役
割

を
は
た
し
て
き
ま

し
た
が
沿
岸
水
産

資
源
の
枯
か
つ
に

よ
り
、
漁
業
は
沿

岸
か
ら
沖
合
へ
ら

転
換
さ
れ
、
ま
た

漁
船
も
逐
次
大
型

化
さ
れ
て
き
た
た

め
、
現
在
の
漁
港

で
は
ぜ
ま
く
な
つ

て
き
ま
し
た
の
で
、
町
、
漁
協
組
で
は

多
年
常
呂
漁
港
の
拡
張
を
関
係
当
局
に

要
望
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
願
い

が
か
な
い
本
年
よ
り
五
ケ
年
の
計
画
で

拡
張
（
第
二
期
工
事
）
す
る
事
に
決
り

六
月
十
三
日
、
常
呂
港
で
そ
の
起
工
式
｀

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
起
工
式
に
は
水
産
庁
、
退
会
議
員
、

を
始
め
来
賓
多
数
が
出
席
し
て
漁
港
修

築
位
置
の
浜
で
、
ま
づ
三
角
神
官
に
よ

る
神
事
が
お
ご
そ
か
に
行
わ
れ
、
網
走

土
木
現
業
所
長
、
上
杉
町
長
に
よ
る
鍬

入
れ
の
儀
が
あ
っ
て
起
工
式
を
終
り
ま
、

し
た
。
こ
の
日
は
前
日
と
は
打
っ
て
か

わ
り
晴
天
に
恵
ま
れ
、
あ
た
か
も
常
呂

港
の
将
来
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
波

は
静
り
、
式
場
に
集
っ
た
関
係
者
、
漁

民
多
数
が
起
工
の
喜
び
に
わ
き
ま
し
た

　
起
工
式
が
終
る
老
中
央
公
民
館
で
、

午
前
中
行
な
わ
れ
た
太
幌
橋
竣
功
を
合

せ
た
祝
賀
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
）

　
大
平
正
行
さ
ん
（
大
阪
市
在
住
）
は

放
火
平
安
吉
さ
ん
（
末
広
宮
津
力
）
の

香
典
返
し
と
し
て
常
呂
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
金
一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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×
。
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錦
水
小
中
学
校
紀
蛮
生
徒
会
生
活
部

　
（
代
表
林
文
男
）
で
は
利
尻
町
で
大
火

に
あ
つ
た
児
童
へ
と
Ｉ
、
四
三
六
円
と

ノ
ー
ト
、
十
四
冊
、
鉛
筆
、
三
三
木
を

日
赤
常
呂
町
分
区
を
通
じ
て
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
生
長
の
家
誌
友
会
（
代
表
富
田
崎
夫
）

で
は
利
尻
町
大
火
見
舞
金
と
し
て
金
一

封
を
日
赤
常
呂
町
分
区
を
通
じ
て
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
山
崎
美
代
子
（
新
町
）
さ
ん
は
利
尻

町
で
火
火
に
あ
つ
た
人
へ
と
衣
類
六
点

を
日
赤
常
呂
町
分
区
を
通
じ
て
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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福
祉
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＊現在の太幌橋

＊豊川柄から福山方面を見て

豊川柄から

＊福山側から豊川方面を見て



＊下流から橋を真横に見て

＊橋の上から上流を見て：左に見えるのは福山１７号樋門
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